
 

  

 

 

 

 

小笠原小学校の歴史③ 敷地内に残る石碑や像について 

 創立 150 周年を迎える小笠原小学校の歴史について調べるシリーズ第３弾は，本校に残されている石碑や

像について調べてみました。 

◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◆ 

校門を入って玄関前の植え込みの中には，２つの像（体育館前）と石碑が３つ（体育館前と東側）残されて

います。 

まず東側の石碑ですが，これは見てすぐに分かるように，本校の創立 100周

年を記念してつくられた石碑です。表面には「創立 100 周年記念の碑」の文字

とともに本校の校訓「あかるく かしこく たくましく」と，校旗に書かれて

いる「質実剛健」が，裏面には本校の沿革が刻まれています。 

次に，体育館前にある石碑と像です。 

手前側にある像には「健康の像」という名前が刻まれています。昭和 55 年

度の卒業生が寄贈してくださったもので，ボールを持った女の子と男の子が肩

を組んでいる像です。本校は昭和 56 年に体育優良校として全国表彰を受けて

いるので，そのことを記念してつくられた石碑ではないかと思われます。 

当時の卒業生の方，ぜひ情報をお寄せください。 

その隣にあるのが，本校の校歌が刻まれた石碑です。昭和 54 年度の卒業生

が寄贈してくださったもののようです。 

奥の方にある胸像は，水谷銕也さん（長崎県生まれの彫刻家）の作で，小笠原小学校の第１１代校長，鈴木

茂治先生の像だと記されています。鈴木先生は明治 41年の５月から昭和８年８月まで，25 年間（！）にわた

って本校の校長先生を務められたという記録が残っており（もちろん歴代最長です），その間には現在の場所

に学校が移ったり，校旗が制作されたりと，本校の発展に特に大きな尽力をされた校長先生のようです。たび

たび出てくる本校の百年誌によると，この像は昭和９年３月に除幕式が行われ，昭和 27 年に再建されたそう

です。 

 一番奥には，昭和 46 年に作られた本校の現在地（海抜 291 メートル，東経 138 度 27 分 25 秒・北緯 35 度

36分 26 秒）が刻まれた石碑があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館に向かって立つと，右から順に，「健康の像 ⇒ 校歌の石碑 ⇒ 鈴木先生の胸像 ⇒ 現在地の石碑」 

という順で並んでいます。来校した折にはぜひご覧ください。 

令和５年５月９日 Ｎｏ．７ 文責：校長 佐野紳二 
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 足を校庭に向けてみると，校庭西側には２つの石碑があることに気づかれると思います。 

 

 右側の石碑は本校に残っている石碑や像の中でも最も古いもので，「学校建築

記念碑」という文字が刻まれています。石碑の裏面には「大正 14年４月３日 明

穂村第１区建設」と記されているので，大正 14 年に小笠原尋常高等小学校が高

等科併置を廃止し，小笠原尋常小学校となった際に，学校が建築された記念につ

くられたものだと思われます。 

 

 「学校建築記念碑」の左側には，「小笠原長清公館跡」の石碑があります。本

校の敷地には，小笠原長清公の館があったとされており，このことについて記し

た石碑です。建立されたのは比較的新しく，石碑の裏側に，「昭和 62 年７月」

という日付が刻まれています。さらに石碑の左面にはこの場所に小笠原長清公

の館があったことについて，以下のように記されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小笠原小学校の歴史に関わるような石碑や像は，ここに紹介したものになります。私も小笠原小学校の勤務

は足掛け８年目になりますが，一つ一つの石碑や像に目を向けてみる機会はこれまであまりなかったので，と

ても興味深く見ることができました。みなさんも，ぜひ次に学校に足を運んでいただいた折には，子どもたち

の姿とともに，これらの石碑や像にもちょっと目を向けていただければと思います。 

 

おまけの話 

実は，今回紹介させていただいたもの以外にも，本校の敷地内には歴史を感じることができるものがい 

くつか残されています。本校の卒業生ならだれでも知っていそうなものばかりですが，紹介させていただ 

きます。 

・中庭にある日時計（中心に棒状のものを立てて使うもののようです） 

・中庭のトーテムポール（昭 58 和年の卒業生の卒業制作だそうです） 

  ・正門の門柱（「昭和４年１１月３日竣功」と記されています） 

  ・１号館とプールの間にある郵便ポスト（かなり気合の入った古さです） 

・石で作られた，けものの足型（今は掘り起こされているようですが） 

＊これらについては，前校長先生がＲ２年度５月の「日々のようす」で，「小笠原カルトクイズ」と称して， 

ホームページ上で紹介してくれました。学校が臨時休校中の記事でした。 

 

 次号の学校通信は，本校の歴史以外のことについて書かせていただく予定です。本校の歴史を調べるシリー

ズはちょっとお休みをいただき（でも，まだ続きます），第４弾では，本校に残されている書について紹介で

きればと思っています。 

小笠原長清公（1162－1242 年）は，加賀美遠光公の二男として生まれ，小

笠原に館を構え，小笠原氏の祖となった。この附近の地名は，御所庭と呼ば

れ，甲斐国志に「御所ノ庭小笠原村 村ノ西ニ在リ松樹欝蒼方四十間許リノ

間地ナリ相伝フ小笠原長清居宅ノ南庭ニシテ（以下略）」と記されている。 

櫛形町指定文化財（史跡） 

昭和 62 年７月１日 


